
１日 水 元日 

６日 月 
冬季休業日（12/26～1/7） 

完全定時退勤日 

８日 水 始業式（１２：００下校） 

９日 木 給食開始 

１０日 金 明城漢字検定 定時退勤日 

１３日 月 成人の日 

１５日 水 委員会 

１６日 木 

代表委員会書初め展 

明城年賀イラスト展（～１７日） 

放課後学習 

1７日 金 

学校公開 地域防災訓練（５校時） 

PTA ふれあい活動（2,3,4,5 年、詳細は各

学年より伝えます。） 

明城漢字検定 定時退勤日 

２１日 火 児童集会 

２２日 水 

クラブ 

なかよし作品展（～27日） 

児童生徒文化発表会（書道展）(～26日) 

２３日 木 放課後学習 

２４日 金 
１・２年校外学習  

明城漢字検定 定時退勤日 

２７日 月 給食週間（～31日） 

２９日 水 児童生徒文化発表会（図工・美術）(～2/2) 

３０日 木 放課後学習 

３１日 金 １～３年給食後下校（職員研修のため） 

 

☆身体測定につきましては、学年だよりでご確認ください。 

☆下校時刻が学年の事情により通常と異なる場合は、当該学

年より、その旨お知らせいたします。 

 

＜2月の主な予定＞ 

・  ５日（水）入学説明会 

・  ７日（金）中央地区バスケットボール大会（６年生） 

・１４日（金）児童会役員選挙  

・２６日（水）参観・懇談（１，２，４年） 

・２７日（木）参観・懇談（３，５，６年） 

                      

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月月のの行行事事予予定定 ○学校公開 

１月１７日（金）給食時～掃除時間

を除く時間（詳細は、別途配付の「オ

ープンスクール（学校公開）のご案内」

をご覧ください。） 

 

午前・午後とも公開授業を行いま

す。お忙しいと思われますが、子ど

も達や学校の様子を見る貴重な機会

ですので、ぜひ、お越しください。 

また、書初め展と明城年賀イラス

ト展も開催されます。各教室前や、

校舎１階玄関・廊下付近に展示され

ますので、合わせてご覧ください。   

 

○地域防災訓練（地震避難訓練） 
１月１７日（金）１３：５０～  

 

「ひょうご安全の日」の取り組みと

して、「１．１７は忘れない 地域防災

訓練」を予定しています。 

今年で阪神淡路大震災より３０年が

経ちます。節目となるこの機会に、経

験したことを振り返り、今後、意識す

べきこと、取り組むべきことを考えて

いきたいと思います。 

ご家庭におかれましても災害が起こ

った時や緊急地震速報等がテレビやス

マートフォンから流れた時にはどのよ

うにするのか、また、避難先はどこか、

避難後の合流はどのようにするのかを

話し合っていただき、「自分の身は自分

で守る」ことを考えていただきたいと

思います。 

   

 宇川 光平 

一皮むけた自分を目指して 

新年おめでとうございます。正月はよい天気に恵まれ、昼間歩いていると、ぽかぽかと

暖かったですね。また、多くの職場の年末年始休業日のはじめと終わりが土日と連なるこ

とから「奇跡の９連休」と言われていましたが、例年よりゆっくり休めた方も多かったの

ではないでしょうか。（ちなみに、１年後の年末年始も「奇跡の９連休」のようです。） 

とはいえ、社会経済活動は年末年始も行われているのですから、当然、夜勤や正月勤務

された方もいるはずです。そういう方々がいるからこそ、多くの人々が正月を楽しむこと

ができるのです。心より感謝いたします。 

始業式で子ども達に、次のことを話しました。 

「今年は巳年（みどし）＝へび年で、へびは脱皮することから、生まれ変わる・成長す

る等の意味を持った年だと言われています。学校では、学習、友だちとの接し方、礼儀・・・

たくさんのことを学びますが、皆さん自分のよい点・悪い点はある程度知っていることと

思います。自分の悪い部分を取っ払ってよい部分が伸ばす、または、新たな自分を見つけ

る気もちで３学期を過ごしましょう。」 

私達、教職員も、学習面、生活・態度面において子ども達が成長するよう、一丸となっ

て取り組んできます。 

御家庭に置かれましては、学習面もさることながら、基本的生活習慣（特段理由のない

遅刻減にご協力を！）、ルールやきまりを守ることの大切さ、思いやりや優しさ等、学校生

活、ひいては社会生活の中で大切なことを意識づけてほしいと思います。 

 

≪こんなところにもヘビが！≫                 

WHO（世界保健機関）は、コロナ禍において、緊急事態宣言終了を発表する等、マスメディアによく登

場していました。最近でも、世界のどこかで原因不明の病気がまん延した時等、よくニュースに出てきます。

この WHOが会見する時に会見者のバックに下のようなロゴが見えるのですが、ロゴの中のヘビが気になっ

ていました。 

へびには再生等の意味があるものの、怖い・不気味といった印象も持たれています。私は、この怖いヘビ

と保健・医療がなぜ結びつくのか疑問でしたが、WHOのウェブサイトに答えが見つかりました。 

「・・・蛇のついた杖は昔から、医学と医療従事者の象徴とされてきました。その起源は、古代ギリシャ

で癒しの神として崇敬され、祭式に蛇を使用したアスクレピオスの物語にあります。アスクレピオスが非常

に多くの命を救ったため、黄泉の国の神ハデスがアスクレピオスへの不満を至上神ゼウス 

に訴えたところ、その治療で人が不死を得ることを恐れた 

ゼウスは、アスクレピオスを雷で死に至らしめたという 

伝説があります。・・・」 

ヘビは医学・医療従事者の象徴だったのですね。 
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